
1 
業務で使用する目的でコピー複合機￥560,000 を購入し、搬入設置費用￥20,000 を含めた￥580,000 のうち

￥280,000は小切手を振り出して支払い、残額は翌月以降の分割払いとした。※143回類題 

 （借方）  （貸方）  

2 
販売目的の中古自動車を￥1,500,000 で購入し、代金は後日支払うこととした。また、その引取運送費として

￥30,000を現金で支払った。なお、当店は自動車販売業を営んでいる。※141回類題 

 （借方）  （貸方）  

3 
得意先に販売した商品のうち 50個（＠￥1,200）が品違いのため返品され、掛け代金から差し引くこととした。 

※144回類題 

 （借方）  （貸方）  

4 
先月末に￥500,000の土地を￥550,000で磐田商店に売却していたが、本日、代金の全額が磐田商店より当店の普

通預金口座に振り込まれた。※136回類題 

 （借方）  （貸方）  

5 平成 22年 7月 10日に取得した業務用パソコン（取得原価￥200,000、残存価格ゼロ、耐用年数 5年、減価償却費

の計算は定額法、間接法で記帳）を平成 25年 1月 1日に￥30,000で売却し、売却代金は現金で受け取った。なお

当店の決算日は 12月 31日であり、取得年度の減価償却費については月割り計算による。※138回類題 

 （借方）  （貸方）  

6 

平成 23年 1月 10日に購入した備品（取得原価￥480,000、残存価格ゼロ、耐用年数 6年、定額法で計算、直接法

で記帳）が不要になったので、本日（平成 27年 3月 30日）￥80,000で売却し、代金は翌月末に受け取ることと

した。なお、決算日は 12月 31日とし、減価償却費は月割りで計算する。※142回類題 

 （借方）  （貸方）  

7 

月末に金庫を実査したところ、紙幣￥120,000、硬貨￥5,400、得意先振り出しの小切手￥20,000、約束手形

￥18,000、郵便切手￥1,000が保管されていたが、現金出納帳の残高は￥146,000であった。不一致の原因を調べ

たが原因は判明しなかったので現金過不足勘定で処理することにした。※142回類題 

 （借方）  （貸方）  

8 
現金の実際有高が帳簿残高より不足していたため現金過不足勘定で処理していたが、本日、旅費交通費￥5,600が

記入漏れとなっていたことが判明した。※133回類題 

 （借方）  （貸方）  

9 得意先浜松商店に商品￥185,000（原価￥110,200）を売り上げ、代金のうち￥60,000 は注文時に受け取った手付

金と相殺し、残額は月末の受取りとした。なお、商品の発送費用（先方負担）￥8,000を運送会社に現金で立替払

いし、掛代金とは区別して計上した。※140回類題 

 （借方）  （貸方）  

 
 

仕訳問題１ 



1 
業務で使用する目的でコピー複合機￥560,000 を購入し、搬入設置費用￥20,000 を含めた￥580,000 のうち

￥280,000は小切手を振り出して支払い、残額は翌月以降の分割払いとした。※143回類題 

 （借方）  備 品 580,000 （貸方）  当座預金 

          未払金 

280,000 

300,000 

2 
販売目的の中古自動車を￥1,500,000 で購入し、代金は後日支払うこととした。また、その引取運送費として

￥30,000を現金で支払った。なお、当店は自動車販売業を営んでいる。※141回類題 

 （借方）  仕 入 1,530,000 （貸方）  買掛金  

      現 金 

1,500,000 

30,000 

3 
得意先に販売した商品のうち 50個（＠￥1,200）が品違いのため返品され、掛け代金から差し引くこととした。 

※144回類題 

 （借方）  売 上 60,000 （貸方）  売掛金 60,000 

4 
先月末に￥500,000の土地を￥550,000で磐田商店に売却していたが、本日、代金の全額が磐田商店より当店の普

通預金口座に振り込まれた。※136回類題 

 （借方）  普通預金 550,000 （貸方）  未収入金 550,000 

5 平成 22年 7月 10日に取得した業務用パソコン（取得原価￥200,000、残存価格ゼロ、耐用年数 5年、減価償却費

の計算は定額法、間接法で記帳）を平成 25年 1月 1日に￥30,000で売却し、売却代金は現金で受け取った。なお

当店の決算日は 12月 31日であり、取得年度の減価償却費については月割り計算による。※138回類題 

 （借方）備品減価償却累計額 

        現 金 

    固定資産売却損 

100,000 

30,000 

70,000 

（貸方）  備 品 200,000 

6 

平成 23年 1月 10日に購入した備品（取得原価￥480,000、残存価格ゼロ、耐用年数 6年、定額法で計算、直接法

で記帳）が不要になったので、本日（平成 27年 3月 30日）￥80,000で売却し、代金は翌月末に受け取ることと

した。なお、決算日は 12月 31日とし、減価償却費は月割りで計算する。※142回類題 

 （借方）減価償却費 

    未収入金 

    固定資産売却損 

20,000 

80,000 

60,000 

（貸方）  備 品 160,000 

7 月末に金庫を実査したところ、紙幣￥120,000、硬貨￥5,400、得意先振り出しの小切手￥20,000、約束手形

￥18,000、郵便切手￥1,000が保管されていたが、現金出納帳の残高は￥146,000であった。不一致の原因を調べ

たが原因は判明しなかったので現金過不足勘定で処理することにした。※142回類題 

 （借方） 現金過不足 600 （貸方）  現 金 600 

8 現金の実際有高が帳簿残高より不足していたため現金過不足勘定で処理していたが、本日、旅費交通費￥5,600が

記入漏れとなっていたことが判明した。※133回類題 

 （借方） 旅費交通費 5,600 （貸方） 現金過不足 5,600 

9 得意先浜松商店に商品￥185,000（原価￥110,200）を売り上げ、代金のうち￥60,000 は注文時に受け取った手付

金と相殺し、残額は月末の受取りとした。なお、商品の発送費用（先方負担）￥8,000を運送会社に現金で立替払

いし、掛代金とは区別して計上した。※140回類題 

 （借方） 前受金 

     売掛金 

     立替金 

60,000 

125,000 

8,000 

（貸方） 売 上 

 

     現 金 

185,000 

 

8,000 
 

 

仕訳問題１ 解答 


